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細胞分裂時の染色体の均等な分配を調節する新規因子を解明 
〜遺伝情報の安定な維持や細胞の癌化に関与〜 

細胞が遺伝情報を娘細胞に均等に伝えていくためには、複製されたゲノム DNA の運び手

である姉妹染色体が細胞分裂時に均等に分配されることが必要です。染色体の不均等な分

配は、細胞の癌化とも深く関わっていることが知られています。紡錘体は複製された姉妹

染色体を均等に分配するための細胞装置であり、細胞分裂時には、姉妹染色体が紡錘体の

両極から伸びた微小管によって捕捉され、紡錘体の赤道面上に整列し、その後両極に引っ

張られていくことによって、染色体の娘細胞への均等な分配が保障されています。 

今回、生命科学研究科の千葉秀平（博士後期課程大学院生）と水野健作教授らのグルー

プは、ヒト細胞の体細胞分裂において染色体の紡錘体赤道面上への整列と均等な分配を調

節するタンパク質として NDR1、Furry、MST2 を新たに見出しました。これらのタンパク質

の発現を抑制した細胞では染色体が紡錘体の赤道面上に整列できないことや、Furry と

MST2がNDR1の活性化因子として細胞分裂期におけるNDR1の活性化と染色体の赤道面上

への整列に重要な役割を担っていることを明らかにしました。これらの成果は、細胞が世

代を超えて染色体を安定に維持するための基本メカニズムを解明する上で重要であるだけ

でなく、癌などの疾患にみられる染色体の分配異常の仕組みを解明するためにも重要な発

見であると考えられます。 

本研究成果は、3 月 26 日付けで米国の科学雑誌『Current Biology』電子版に掲載されまし

た。 
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図１ NDR1 と Furry の発現抑制による染色体整列の阻害  ヒト細胞の正常な細胞分裂にお

いては、複製された姉妹染色体は紡錘体の赤道面上に整列し、その後均等に分配されるが、

NDR1 あるいは Furry の発現を抑制した細胞では姉妹染色体が整列できず、染色体の均等な

分配が阻害される。写真の青が姉妹染色体を、赤は微小管を示す。上段は正常な細胞、中

段は NDR1 の発現抑制細胞、下段は Furry の発現抑制細胞を示す。 

 

 

 

 

図２ NDR1 の活性化機構  NDR1 は微小管結合蛋白質 Furry (Fry)や MOB2 との結合やリン

酸化酵素である MST2 によるリン酸化によって活性化される。 

 


